
  

 

学校には成長できる機会がたくさんある    

校長  佐藤  政彦  

教育の現場では、「不易と流行」という言葉がよく使われます。「不易」は、学校教育が目指す普

遍的な使命と捉えると、「流行」は、社会や時代の変化にともなって変容していく教育活動となります。

最近の「流行」では、「VUCA（ブーカ）の時代」、「ウェルビーイングの向上」、「教育 DX の推進」な

どというキーワードが使われています。 

「VUCA」・・・ Ｖは Volatility：変動性、Ｕは Uncertainty：不確実性、 Ｃは Complexity：複

雑性、Ａは Ambiguity：曖昧性を意味します。生成 AI に、「VUCA の時代において、学校現場が育

むべき力は何か」と問を投げかけると、次の８つの力が必要であるという回答が返ってきました。 

 

１  批判的思考力（情報を分析し、評価し、問題を解決する力）  

２  創造力（新しいアイディアを生み出し、問題に対する独自の解決策を考える力）  

３  コミュニケーション能力（効果的に意見を伝え、他者と協力する力）  

４  協働力（チームで働き、共同で目標を達成する能力）  

５  適応力（変化に柔軟に対応し、新しい状況に適応する力）  

６  デジタルリテラシー（テクノロジーを効果的に活用する能力）  

７  倫理観と責任感（社会的・環境的な責任を理解し、倫理的に行動する力）  

８  レジリエンス（困難や失敗に対処し、回復する力）  

 

とても的を射た答えでした。特に、「批判的思考力・創造力」は、予測困難な「VUCA の時代」に

は欠かすことができない力です。また、「コミュニケーション能力・協働力」についても、この力を付ける

ことで、個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態になっていきます。  

 少し大きな視点で話をしましたが、実は特別なことではなく、日々の学校生活の中には、多くの場面

でそれらの力を付ける機会があります。６月の行事をとっても、体育祭、ふれあい月間、あいさつ運動、

期末考査、それ以外にも部活動、委員会などがあります。先日の体育祭では、クラスや個々の現状を

分析し、互いにコミュニケーションをとり、最良の策を考え、協働して困難に立ち向かい、身体的にも

精神的にも良い状態（ウェルビーイング）にすることができました。その際、自ら進んで考えたり取り組

んだりしないことには、力を付けることはできませんでした。ですので、不易と流行の中で、もう一度初

心にかえり、「頑張るときはいつも今（仮）」を意識して、学校生活を送っていきましょう。 
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「（一部省略）負けてしまい悔しくて今、大きく笑うことができなくても大丈夫です。そ

の悔しさが後で思い返した時の笑顔にきっとつながると僕は信じています。」  

 

体育祭の一週間前、天気予報では予行の実施さえ危

ぶまれましたが、熱いみんなの思いが天に通じたの

か、６月１日（土）青空の下、無事に体育祭を実施す

ることができました。  

体育祭実行委員     の入場指揮のもと元気よ

く入場し、生徒会役員     が堂々と開会宣言。学

校を代表する生徒会長     のあいさつに続いて、気持ちのこもった大きな声での選手

宣誓を、    が立派に行いました。いよいよ熱い一日が始まりました。  

昨年と違って終日の開催となり、種目もいくつか変更・リニューアルされました。運動

の得意な生徒も苦手な生徒も混在するクラスで、特に全

員リレーや学年種目などは、その団結力を試される競技

となります。点数を競う体育祭は、当然勝ち負けが付き

まといますが、その結果だけにとらわれることなく、  

四中生が見せるその直向きさに心を打たれる場面がたく

さんありました。これぞ四中生！そんな体育祭でした。  

競技終了後、２年生の体育祭実行委員である    の

号令で集合、そして    の整理体操へと続きました。３年生から２年生へとバトンが

引き継がれたシーンでした。  

来場者数は来賓の方も加えると総勢 600 名以上、保護者・地域のサポーターも 20 名を

超える人数で、この記念すべき体育祭を一緒に作り上げてくれたことも忘れてはなりませ

ん。地域とともに歩んだ 60 回目の体育祭は、大成功で幕を閉じました。冒頭にある文章

は、体育祭実行委員長髙井さんの言葉です。その言葉通り、あの日、清々しい風が校庭に

吹いていました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『幸せのクローバー  見つけ“隊”』  

・体育祭を作り上げるまでには、多くの人の力が必要。係の生徒はもちろん、指導する先

生方、全力で取り組む生徒、応援する保護者・地域の存在。そんなすべての人に感謝。  

・東部児童館からのお電話「地域のお年寄りに声をかけ、荷物をもって自宅まで送ってく

れた生徒さんがいました    」と。神様は見ていますね。なんと誇らしい。ステキです★  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念すべき『第 60 回 体育祭』～さわやかで熱い一日～  


